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   On the base of clinical materials, the frequency of the genitourinary tumors, especially 

the tumor of the prostate gland in the range of age was discussed. To enquire into the 

significance of aging to study the ratio of the actual number of cases to the population in 

the range of age to which the patients belong. And so, it was proved that the frequency 

of the prostatic tumor both benign hypertrophy and cancer increased progressively with 

age, although the badder, kidney, renal pelvis, ureter or testicular tumor dropped again 
after the constant cancer age.

ある一定の疾病には夫々一定した好発年令が

ある.癌 はしばしば老年者に多 くみられ る所か

ら,老 年病の代表的疾患に算えられ るわけであ

るが,加 令必ずしも癌発生の基礎 となるもので

はない 即ち40～70才 はいわゆる癌年令と称え

られる年令であつて,70才 を過ぎると癌は再び

減少することが多 くの研究者の一定 した見解で

ある.只 前立腺癌についてはこの法則があては

まらないことを,Saxton及 びMooreは 夫 々

別個に見出し,更 に前立腺肥大症も亦その発生

頻度が年令と共に増加するとMooreは 述べて

おる.こ れら前立腺腫瘍と年令との関係は何れ

も剖検材料に基 く調査からであつて,臨 床材料

を基礎とした立証はみあたらないようである.

そこでわれわれは臨床材料に基いて前立腺腫

瘍以外の主に老年老に比較的しばしばみられる

尿路及び性器腫瘍を対照としつつ,前 立腺の腫

瘍性病変 と年令との関係について検 討 を 加 え

た,

実験 材料並に実験方法

すべて自験例について検討すべきであるが,前 立腺

癌 ・腎腫瘍 ・尿管腫瘍 ・睾丸腫瘍等の症例は比較的僅

少か又は稀有であつて自験例からのみの判断は不適当

である.よ つてこれら疾患については止むを得ず,又

前立腺肥大症 ・膀胱癌については自験例の成績に対す

る傍証のために,諸 家の集計した症例を借用した.

下記各材料の年令分布を5又 は10才 階級別に,1つ

は実数により,今1つ は該実数を夫々該当する人口構

成(第1表)で 除した比率によつて検討した.

1)前 立腺肥大症:1950～1959年 における当科外来

患者中直腸内指診 ・膀胱鏡検査 ・X線 検査等によつて

診断確定した185例 を主体とし,傍 証のため東大泌尿

器科教室による集計160例(1945～1954年)を 引用し

た.自 験例の比率は京都市男子人口(1955年),東 大

例の比率は東京都男子人口(1950年)に 対する比率で

ある.

2)前 立腺癌:尿 路腫瘍研究班にて集計された全国

各機関からの789例(1959年)を 主体とし,前 立腺肥

大症との比較のため東大泌尿器科教室による集計48例
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第1表 年令階級別人口(単 位千人)

都 市 別 京 都 市 東 京 都(市) 全 国

調 査 年 度 1955 1950 1935 ユ950 謝 平均1躍};18平均

人 口 男 副 総1男 副 総 男 副 総 総 総
1

0～4 46 90 397 780 5715 11203 8工60 9140

5～9 68 134 342 670 4834 9541 7240 8190

10～14 60 118 271 534 4405 8715 6390 7450

年
夢

15～19 65 126 344 651 4306 8549 5930 6950

20～24 69 133 369 694 3815 7714 5030 5970

25～29 52 105 271 569 2811 6165 4340' 5120

30～34 36 82 219 466 2349 5188 3880 4470

令
35～39 30 70 212 428 2375 5051 3470 4090

40～44 34 75 184 363 2207 4484 3240 3690

45～49 34 69 169 324 2017 4000 2830 3210

50～54 29 59 137 258 1721 3396 2510 2820

階
55～59 23 47 100 193 1375 2743 2010 2330

60～64 17 35 73 146 1109 2304 1670 1960

65～69 12 26 44 96 800 1772 1270 1460

級
70～74

75～79

6

4

16

11 }33 }・ ・ }… }19・ ・

910

520

1020

570

(才)
80～ 1 5 4 13 129 377 290 330

(1945～1954年)を 引用した.研 究班例の比率は全国

男子人口(1950年),東 大例の比率は東京都男子人口

(1950年)に 対する比率である.

3)膀 胱癌:1950～1959年 における当科外来患者中

膀胱鏡検査によつて診断確定 した83例 を主体とし,傍

証並に前立腺癌との比較のため研究班にて集計された

全国各機関からの900例(1958年)を 引用した.自 験

例の比率は京都市総人口(1955年),研 究班例の比率

は全国総人口(1950年)に 対する比率である.

4)腎 腫瘍;西 の集計した150例 中不明を除 く134例

(1895～1930年),赤 坂の集計した49例(1927～1942

年)を 借用した.西 例の比率は全国総人口(1920,19

30年 の平均),赤 坂例の比率は東 京 都総人口(1935

年)に 対する比率である.

5)尿 管腫瘍:岩 下及び岩崎に引ぎ続きわれわれが

集計 した本邦報告例45例(1920～1955年)に ついて検

討した.比 率は全国総人口(1920,1930,1940,1950

年の平均)に 対する比率である.

6)竪 丸腫瘍:睾 丸腫瘍の分類は未だ確定した もの

がなく,又 睾丸腫瘍は必ずしも老年病とは認められ難

い点もあるが,比 較的老年者にもみられるゼミノーム

(165例),悪 性碕形腫(123例)を 医学 中央雑誌94

巻(1950)～ ユ50巻(1959)に 記載され年令の明らか

な睾丸腫瘍より集計し検討した,比 率は全国男子人口

(1950年)に 対する比率である.

実 験 成 績

以上の如き実験材料並に実験方法から求めた尿路及

び性器腫瘍の年令分布を一括表示すると第2表 の通り

である.

実数での分布をみると,前 立腺肥大症及び同癌はほ

ぼ40才 代頃より始まり,何 れの成績をみても60才代特

にその後半に最も多く発生してお り,膀 胱癌では若年

者でもみられるが40才 代より急に多くなり,60才 代特

にその前半に最もしぼ しば発生しており,腎 腫瘍では

若年者にもみられるが40才 代より急に多くな り,50才

代特にその前半に頻度が高く,尿 管腫瘍では30才 代に

始まり50才代特にその後半に頻度が高く,睾 丸腫瘍中
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悪性崎形腫は4才 以下に最も多く,次 いで20才 代特に

その後半に多 く,ゼ ミノームでは10才 代後半 に 始 ま

り,20才 代特にその後半に頻度が高い,即 ち何れにし

ても実数の頻度は睾丸腫瘍が若年に高いこ とを 除け

ば,50～60才 代に最も高く,70才 以後再び減少してく

ることは共通した所である.

次に夫々該当する人口構成に対する比率での分布を

みると,前 立腺肥大症及び同癌は年令の増加と共に益

々頻度が高くな り(第1図),実 数分布にみられた如

き70才以上における漸減はなく,最 高年令階級である

80才代に到つて最高を示している.前 立腺腫瘍以外の

腫瘍においては年令階級に僅少のずれはあるが,膀 胱

癌では60～70才 代特に70才 代前半に(第2図),腎 腫

瘍及び尿管腫瘍では50～60才 代に(第3図),睾5Lhe

瘍中悪性崎形腫では4才 以下についで20才 代後半に,

ゼ ミノームでは20才 代後半より50才代前半特に20才 代

後半に(第4図)最 も頻度が高く,実 数分布にみられ

るよりややお くれてカギ型に減少している.即 ち前立

第1図 前立腺腫瘍の年令階級別対人口比

人
7'o「

60

50

4a

3a

20

ノ0

0

東 大例(ノ;'o万人)

第2図 膀胱腫瘍の年令階級別対人口比

人

班 例

(!〃〃〃万人)

腺腫蕩では人口構成に対する比率の頻度は年令の進む

と共に殆んど直線的に増加しているのに対し,膀 胱癌

腎腫蕩 ・尿管腫揚では50～60才 代,睾 丸の悪性騎形

腫は4才 以下と20才代後半,ゼ ミノームは20才 代後半

が最高の頻度を示し,そ れ以後カギ型に減 少 してい

る.

京府医大例

(/10fi人)

考

30才

按

一般に癌患者の最も多 くみられ る年令階級は

老年期のある時期に限られ・加令と共に必ず し

も癌患者の発生頻度が高 くなるものでないこと

は多 くの病理学者及び臨床家の一致 した 見 解
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第3図 上部尿路腫瘍の年令階級別対人口比
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第4図 睾丸腫瘍の年令階級別対人口比
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で,わ れわれが調査 した臨床例の統計からもそ

の実数の年令分布は一応 これを裏 書 き してお

り,前 立腺腫瘍 ・膀胱癌は60～70才 代,腎 腫瘍

・尿管腫瘍は50～60才 代に最も多 くの症例がみ

られ,そ れ以後加令と共に患者数は減少してい

る.睾 丸腫瘍は老年期にもみられるが悪性碕形

腫は4才 以下と20才代後半が二峯性に,ゼ ミノ

ームは20才代後半に最も多 くの症例がみられそ

れ以後加令と共に減少することは他の尿路及び

性器腫瘍の場合と全 く同様である.処 が既に述

べた如 くSaxtOI1ら は剖検材料による調査から
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前立腺癌はただ一つの例外で年令と共に増加す

ることを発見し,Mooreは 無選択の剖検材料

による調査から前立腺癌のみならず前立腺肥大

症も亦年令と共にその頻度が漸増することを述

べた.こ のように前立腺腫瘍に関する限り剖検

的観察による成績 と臨床統計による成績との間

に生ずるくいちがいについて,吉 田は 「高年患

者ほど来院の機会が少 くなる」と説明し,落 合

は 「前立腺肥大症の発因論がまだ不明の現在で

は解釈出来ないが,た だ臨床的な前立腺肥大症

の進行についても非常に個人差があることによ

るのでないか」としている.一半の説明とはなり

得るであろうが,臨 床像からみた上記の頻度は

実数による頻度で当該疾病の絶対数が何才階級

に最も多いかを意味 し,そ の年令階級の生存者

の内如何程の率で当該疾病が発生しているかを

意味するものではない.従 つて後者の意味する

発生頻度をみるためには,そ れらの患者が属し

ている年令階級の生存者数についての考慮が払

われなければならない.こ のような配慮の下に

患者の実数をその患者が属する年令階級の人口

で除して求めた比率の年令分布では膀胱癌は60

才代後半70才 代前半を,腎腫瘍・尿管腫瘍は50～

60才代を,睾 丸の悪性碕形腫は4才 以下及び20

才代後半を,ゼ ミノームは20才代後半を最高と

してそれ以後加令と共にカギ型に減少し,実 数

の分布におけるとほぼ同様所謂癌年令に最高限

界のあることを示している.こ れに対し前立腺

腫瘍は年令の増加 と共にどこまでもほぼ直線的

にその頻度は増加し,好 発年令には最高限界が

ない 即ち臨床像におい て もSaxton,Moore

らのいうような病理像との一致がみ られる.こ

のように臨床的材料を基礎 とした調査から前立

腺腫瘍の特殊性を証明し得たものはおそらくわ

れわれが始めてで,こ の成功は当然なことでは

あるが年令別人口構成に対する比率を求めたこ

とにある.

従来臨床的に患者の発生頻度を言う時実数の

年令分布によつたものが多いが,か かる際特に

加令の意義について言おうとする時患者実数を

患者の発生母体である年令階級の人口で除 した

比率の年令分布によるべきである,特 に人口構
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成の変化が著 しい老年期においてこの考慮を怠

るならば誤つた判断におちいる危険が多い,

それはともあれ前立腺肥大症及び同癌が老年

者と同意語に用いられるゆえんがいよいよ明確

となつたわけである.こ のような前立腺腫瘍の

孝年病的性格の理由についてはこれ ら疾患の初

発年令が他臓器腫瘍に比べてやや遅れておるこ

と,予 後が比較的良好であるため患者が漸次畳

積されること等も考えられるが,更 に各種の多

くの老年性病変が内分泌腺の機能に直接間接に

関連 しておるとはいえ,特 に前立腺腫瘍の病因

に関して内分泌腺の機能が極めて重要であるこ

とによる,要 するに前立腺の腫瘍性病変が年令

に依存した1つ の老年現象であることを暗示 し

ている.

結 語

1)臨 床材料を基とした尿路及び性器腫瘍特

に前立腺腫瘍の年令分布について検討した.

2)あ る疾患の病因に対 して年令のもつ意義

をきわめる場合特に老年期において 煕患者実数

をその患者の属する年令階級の人口で除 した比

率"に ついて比較することが大切である.

3)膀 胱癌 腎腫瘍・尿管腫瘍・睾丸腫瘍の発

生頻度は一定年令以後再び減少 し高令必ずしも

腫瘍年令ではないが,前 立腺腫瘍のそれは加令

と共にどこまでも増加 し年令に依存 している.

御指導並に御校閲を賜つた恩師岩下健三教授に深く

感謝します,

なお本論文の要旨は第1回 日本老年学会総会並に第

48回日本泌尿器科学会総会において発表した,
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